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授乳・離乳の支援ガイド 2019年 3月（抜粋） 
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※混合栄養の場合は母乳の場合と育児用ミルクの場合の両方を参考にする． 

 母乳の場合 育児用ミルクを用いる場合 

妊
娠
期 

・母子にとって母乳は基本であり，母乳で育てたいと思っている人が無理せず自然に実現できるよう，妊娠中から支援を行

う． 

・妊婦やその家族に対して，具体的な授乳方法や母乳（育児）の利点などについて，両親学級や妊婦健康診査などの機会を

通じて情報提供を行う． 

・母親の疾患や感染症，薬の使用，子どもの状態，母乳の分泌状況などのさまざまな理由から育児用ミルクを選択する母親

に対しては，十分な情報提供の上，その決定を尊重するとともに，母親の心の状態に十分に配慮した支援を行う． 

・妊婦および授乳中の母親の食生活は，母子の健康状態や乳汁分泌に関連があるため，食事のバランスや禁煙などの生活全

般に関する配慮事項を示した「妊産婦のための食生活指針」をふまえた支援を行う． 

授
乳
の
開
始
か
ら
授
乳
の
リ
ズ
ム
の
確
立
ま
で 

・とくに出産後から退院までの間は母親と子どもが終日，いっしょにいられるように支援する． 

・子どもが欲しがるとき，母親が飲ませたいときには，いつでも授乳できるように支援する． 

・母親と子どもの状態を把握するとともに，母親の気持ちや感情を受けとめ，あせらず授乳のリズムを確立できるよう支援

する． 

・子どもの発育は出生体重や出生週数，栄養方法，子どもの状態によって変わってくるため，乳幼児身体発育曲線を用い，

これまでの発育経過をふまえるとともに，授乳回数や授乳量，排尿排便の回数や機嫌などの子どもの状態に応じた支援を

行う． 

・できるだけ静かな環境で，適切な子どもの抱き方で，目と目を合わせて，優しく声をかけるなど授乳時のかかわりについ

て支援を行う． 

・父親や家族などによる授乳への支援が，母親に過度の負担を与えることのないよう，父親や家族などへの情報提供を行う． 

・体重増加不良などへの専門的支援，子育て世代包括支援センターなどをはじめとする困ったときに相談できる場所の紹介

や仲間づくり，産後ケア事業などの母子保健事業などを活用し，きめ細かな支援を行うことも考えられる． 

・出産後はできるだけ早く，母子がふれあって母乳を飲める

ように支援する． 

・子どもが欲しがるサインや，授乳時の抱き方，乳房の含ま

せ方などについて伝え，適切に授乳できるよう支援する． 

・母乳が足りているかなどの不安がある場合は，子どもの体

重や授乳状況などを把握するとともに，母親の不安を受け

止めながら，自信をもって母乳を与えることができるよう

支援する． 

・授乳を通して，母子・親子のスキンシップが図られるよ

う，しっかり抱いて，優しく声かけを行うなど暖かいふ

れあいを重視した支援を行う． 

・子どもの欲しがるサインや，授乳時の抱き方，哺乳瓶の

乳首の含ませ方などについて伝え，適切に授乳できるよ

う支援する． 

・育児用ミルクの使用方法や飲み残しの取扱などについて，

安全に使用できるよう支援する． 

授
乳
の
進
行 

・母親などと子どもの状態を把握しながらあせらず授乳のリズムを確立できるよう支援する． 

・授乳のリズムの確立以降も，母親などがこれまで実践してきた授乳・育児が継続できるように支援する． 

・母乳育児を継続するために，母乳不足感や体重増加不良な

どへの専門的支援，困ったときに相談できる母子保健事業

の紹介や仲間づくりなど，社会全体で支援できるようにす

る． 

・授乳量は，子どもによって授乳量は異なるので，回数よ

りも 1 日に飲む量を中心に考えるようにする．そのた

め，育児用ミルクの授乳では，1 日の目安量に達しなく

ても子どもが元気で，体重が増えているならば心配はな

い．  

・授乳量や体重増加不良などへの専門的支援，困ったとき

に相談できる母子保健事業の紹介や仲間づくりなど，社

会全体で支援できるようにする． 

離
乳
へ
の
移
行 

・いつまで乳汁を継続することが適切かに関しては，母親などの考えを尊重して支援を進める．  

・母親などが子どもの状態や自らの状態から，授乳を継続するのか，終了するのかを判断できるように情報提供を心がけ 

る． 

 

（厚生労働省：授乳・離乳の支援ガイド，2019） 
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TEL 03-3816-3888 
http://www.gakkenshoin.co.jp 


